
東日本大震災の被災地のがれき受け入れに関する結論／高齢者の交通事故対策と運転免許証の返納／自転車の安全運転を目
的とした条例の制定／チャレンジデーにおける敗因分析と対策／市営火葬場の指定管理者制度の廃止／孤立死に関する取り
組み／障害者雇用の促進策／乳幼児医療費の現物給付／水田農業推進協議会の使途不明金／人・農地プランの取り組み／若
年者トライアル雇用の取り組み／大村公園活性化と郡川下流域への海浜公園建設

中学校給食の実施／給食残さの有効利用／被災者支援システムの導入／テレビ・ラジオ等の通信障害／自主防災組織補助金
交付要綱の見直し／防災会議への女性等の参画／防災行政の事務分掌／知的財産権の活用／おむらんちゃんの経済効果／金
銭教育／（仮称）エンタルヘルス計画の策定／住宅リフォーム補助制度の今後の展開／大村公園のバリアフリー化／フレッ
シュワーク大村を若者の拠点に／福祉医療費の現物給付を求める声への対応

建築設計業務の最低制限価格の設定／電気自動車の軽自動車税減免／中学生までの医療費無料化／乳幼児医療費の現物給付
／長期的な水資源確保計画／公共施設への中水道の導入／地籍調査の計画／郷有林維持のための支援／大相撲大村場所の実
施／玉の海梅吉生誕地記念碑の移動

高齢者の孤独死防止対策／市民サービス向上のための庁内電話のコードレス化／学校におけるフッ素うがい液による衛生指
導／高速バス停へのタクシーの乗り入れ／地縁団体の行政手続き

水道料金値上げの経緯、時期、課金方法／インフラクライシスの中長期的対策／通学路における安全対策／公認グラウンド
ゴルフ場の建設／郡地区コミセンへの運動用具の設置

  工事成績評定調書の添付／総合評価方式による入札／葉タバコの廃作／耕作放棄地／ALT（外国語指導助手）

  乳幼児福祉医療費の現物給付／子ども・子育て応援プラン／男女共同参画社会の推進／手数料の取り扱い／市全体の状況を
記したリーフレットの作成／土曜日授業／中学校給食

３月議会後のがれきの受け入れに関する実態調査、可能性等の報告及び今後の被災地支援／誘致企業の人員整理に伴う雇用
確保策と市の雇用による各種実態調査等への活用／水道料金の値上げと健全経営のあり方／市立大村市民病院の収支状況、
経営計画、建替え計画

池田沖田線のバイパス機能確保／沿道への桜の植栽／住宅リフォーム補助制度／さくら日本一のまちづくりとツーミリオン
プロジェクトの提案／三城城跡の現況と国指定の長期化を予想した取り組み／タフな人間づくり、強い子を育てる教育／
LED電球取替えにおける各地区への平等な比例配分

大村市の防災態勢／国民保護に関する訓練／がんばらんば国体、がんばらんば大会の準備状況／新幹線の高架橋下、高架橋
沿いの活用／自治会活動保険の契約形態と全額市負担

骨髄移植ドナー助成制度／介護ボランティアポイント制度／障がい者雇用／民間賃貸住宅の借り上げ／黒木住宅の整備手法
／学校ホームページのあり方／学校職員の情報環境の整備

 災害危険区域の指定／大村市急傾斜地崩壊対策事業分担金条例／アマチュア無線の活用／陸上競技場の整備／バイオハザー
ドとBSL－４／花のまち大村／記念事業における長崎ラベンダーに関する取り組み／大村公園のあり方／国際交流、姉妹都市
交流のあり方と持続性

通学路の安全対策／小中学校の防災教育／社会資本の老朽化対策、公共施設マネジメント計画／健康体操大会の取り組み／
グリーンカーテンの推進

商店街街路灯のLED化／生活保護ケースワーカー等の人員配置／産業廃棄物最終処分場ウィックの現状／耕作放棄地の活用
策／小学校の新設／学校給食センターの調理残さを活用した生ごみ減量化による環境教育

玄海原発への本市の対応／夏の電気量対策／震災がれき受け入れの今後の対応／救急車のこれからの対応／登下校安全対策
／保育所・幼稚園の開放デー／中高生のボランティア／ボランティア団体や個人の対応／住民センター利用、施設管理／ア
リーナ運動施設及び屋内プール／総合運動公園

新幹線開業に伴う観光客誘致／日岳公園付近へのツツジ等の大規模植栽による観光客誘致／農集排を含む下水道の整備／農
集排と下水道の統合／下水道汚泥のエネルギー資源活用事業／水田基盤整備事業における建設事業者の経費率／今村土地改
良区の排水施設の整備／水田協議会使途不明金問題／市道、県道の草払い

大村市水道事業中期経営計画と情報の統合化／小中学校のバリアフリー化／地元物産品の販路拡大の手法と情報発信の手法

防災対策、避難場所の安全性と誘導、防災無線、土砂災害特別警戒区域／産業廃棄物最終処分場ウィックの行政代執行の工
事内容と今後の対応／通学路の安全確保
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各議員が通告した質問項目は以下のとおりです。詳細は 録画映像・会議録で！

議会ホームページで録画映像 会議録をCHECK！　　　　議会事務局・各出張所・図書館で会議録をCHECK！

　
　
　
平
成
24
年
度
よ
り
１
，
０
０
０

　
　
　
万
円
以
上
の
工
事
に
つ
い
て

は
、
請
負
業
者
に
対
し
て
工
事
成
績
評

定
調
書
を
送
付
し
て
い
る
。
現
在
の
電

子
入
札
・
契
約
管
理
シ
ス
テ
ム
に
新
た

に
工
事
成
績
評
価
管
理
シ
ス
テ
ム
を
導

入
す
る
に
は
、
約
６
０
０
万
円
の
経
費

が
必
要
で
あ
る
。
平
成
25
年
10
月
の
現

シ
ス
テ
ム
の
更
新
時
期
に
合
わ
せ
て
、

す
べ
て
の
工
事
の
工
事
成
績
評
定
調
書

を
打
ち
出
せ
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、

対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

田
中
　
秀
和 

議
員

　
　
　
県
は
平
成
21
年
４
月
か
ら
導
入

　
　
　
さ
れ
て
い
る
コ
ン
サ
ル
業
務
委

託
の
最
低
制
限
価
格
を
、
大
村
市
で
は

未
だ
に
設
定
さ
れ
て
い
な
い
。
ど
う
し

て
導
入
で
き
な
い
の
か
。
品
質
の
確
保

や
公
正
な
入
札
の
た
め
に
も
早
急
な
導

入
を
。

　
　
　
現
状
を
継
続
し
た
い
と
思
っ
て

　
　
　
は
い
る
が
、
長
崎
県
を
は
じ
め

長
崎
市
、佐
世
保
市
、諌
早
市
、松
浦
市
、

壱
岐
市
、
西
海
市
、
新
上
五
島
町
が
最

低
制
限
価
格
を
設
定
し
て
い
る
。
ま
た

今
年
に
な
り
17
％
台
の
極
端
な
低
価
格

入
札
が
出
て
お
り
、
情
勢
を
踏
ま
え
入

札
制
度
検
討
委
員
会
で
議
論
し
結
論
を

得
た
い
。

　
　
　
平
成
11
年
で
、
今
か
ら
13
年
前

　
　
　
の
こ
と
だ
が
、
そ
れ
に
つ
い
て

は
、
認
可
と
裁
判
に
つ
い
て
は
別
々
の

も
の
だ
と
い
う
考
え
方
で
認
可
の
取
り

消
し
を
し
な
か
っ
た
。

園
田
　
裕
史 

議
員

　
　
　
市
長
よ
り
「
震
災
が
れ
き
広
域

　
　
　
処
理
」
に
関
し
て
積
極
的
な
答

弁
な
さ
れ
て
い
る
。
受
け
入
れ
に
際
し

て
は
、①
安
全
基
準
と
合
理
的
対
応
に

つ
い
て
②
ア
ス
ベ
ス
ト
を
は
じ
め
様
々

な
有
害
物
質
に
対
す
る
問
題
解
決
策
に

つ
い
て
③
独
自
基
準
を
明
確
に
す
る
こ

と
に
つ
い
て
。
こ
れ
ら
を
、
大
村
市
及

び
松
本
市
長
か
ら
国
に
対
す
る
意
見
書

及
び
公
開
質
問
状
提
出
と
し
て
行
う
こ

と
。
市
民
に
対
す
る
十
分
な
説
明
と
理

解
の
も
と
に
、
対
応
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
こ
れ
ま
で
の
調
査
の
結
果
、
本

　
　
　
市
単
独
に
よ
る
震
災
が
れ
き
の

受
け
入
れ
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。
仮

に
最
終
処
分
に
他
市
の
協
力
を
得
ら
れ

た
場
合
に
お
い
て
は
、
安
全
基
準
を
は

じ
め
様
々
な
問
題
点
に
対
し
て
明
確
な

回
答
を
得
る
た
め
、
長
崎
、
佐
世
保
を

は
じ
め
県
市
長
会
、
あ
る
い
は
県
と
も

協
議
を
行
い
、
ご
提
言
い
た
だ
い
た
内

容
に
よ
り
対
応
し
て
い
き
た
い
。

園
田
　
裕
史 

議
員

　
　
　
誘
致
企
業
の
人
員
整
理
に
伴

　
　
　
い
、
緊
急
雇
用
対
策
の
進
捗
状

況
を
確
認
す
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
マ

ン
パ
ワ
ー
の
不
足
に
よ
り
滞
っ
て
い
た

事
務
事
業
の
見
直
し
や
問
題
点
の
洗
い

出
し
を
行
う
こ
と
を
提
案
す
る
。①
生

活
保
護
に
対
し
て
不
正
受
給
及
び
実
態

把
握
調
査
、
更
に
は
就
労
支
援
業
務
の

充
実
。②
固
定
資
産
税
徴
収
に
対
し
て

全
棟
調
査
に
よ
る
税
の
公
平
性
確
保
。

緊
急
雇
用
に
よ
り
、
税
の
公
平
性
及
び

新
た
な
歳
入
確
保
策
を
図
る
べ
き
で
あ

る
。

　
　
　
大
村
市
緊
急
雇
用
対
策
本
部
を

　
　
　
本
年
２
月
９
日
に
設
置
し
た
。

ご
提
案
い
た
だ
い
た
内
容
に
つ
い
て

は
、①
現
在
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
、
就

労
支
援
員
に
つ
い
て
は
適
正
な
人
員
配

置
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、
状
況
に

応
じ
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。②
に
つ

い
て
は
、
全
棟
調
査
も
選
択
肢
の
一
つ

と
し
て
、
費
用
対
効
果
も
含
め
て
研
究

し
て
い
き
た
い
。
今
後
、
収
納
業
務
の

一
元
化
を
図
り
、
税
の
公
平
性
確
保
に

積
極
的
に
対
応
し
て
い
く
。

山
北
　
正
久 

議
員

　
　
　
本
年
当
初
に
発
覚
し
た
使
途
不

　
　
　
明
金
は
庁
内
対
策
委
員
会
の
調

査
の
結
果
、
総
額
１
，
７
０
０
万
円
で

あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
の
使
途
不

明
金
の
弁
済
方
法
と
し
て
当
時
の
関
係

部
課
に
所
属
し
て
い
た
役
職
員
７
名
に

対
し
高
額
な
賠
償
金
請
求
を
し
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
職
務
上
の
管
理
監

督
責
任
が
あ
る
と
は
言
え
全
く
不
当
な

要
求
で
あ
る
。
弁
済
に
つ
い
て
は
全
職

員
で
共
有
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

　
　
　
水
田
農
業
推
進
協
議
会
の
使
途

　
　
　
不
明
金
問
題
は
、
私
の
ト
ッ
プ

と
し
て
の
責
任
で
あ
り
、
全
職
員
一
緒

に
な
っ
て
、
議
員
ご
指
摘
の
と
お
り
、

も
う
一
度
原
点
に
返
っ
て
真
剣
に
取
り

組
み
た
い
。

城
　
幸
太
郎 

議
員

　
　
　
公
共
工
事
の
完
成
後
に
示
さ
れ

　
　
　
る
工
事
成
績
評
定
点
の
内
容
説

明
で
あ
る
工
事
成
績
評
定
書
は
、
本
年

度
は
工
事
費
１
，
０
０
０
万
円
以
上
の

工
事
に
の
み
添
付
さ
れ
る
が
、
来
年
度

は
シ
ス
テ
ム
の
変
更
を
機
に
評
定
書
の

発
行
を
簡
素
化
し
、
企
業
が
技
術
力
向

上
に
役
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
す
べ
て
の

工
事
に
工
事
成
績
評
定
書
の
添
付
を
お

願
い
し
た
い
。

建
築
設
計
委
託
の
最
低
制
限

価
格
設
定
に
つ
い
て

震
災
が
れ
き
受
け
入
れ
に

つ
い
て

工
事
成
績
評
定
書
の
添
付
に

つ
い
て

緊
急
雇
用
対
策
に
に
お
け
る

新
た
な
歳
入
確
保
策
に
つ
い
て

水
田
農
業
推
進
協
議
会
の

使
途
不
明
金
に
つ
い
て
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